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儒
学
者
井
上
佐
兵
衛
正
臣
に
つ
い
て

	

―	

平
野
郷
・
含
翠
堂
・
懐
徳
堂
と
の
関
わ
り
を
中
心
に	

―

井
上
　
治

は
じ
め
に

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
大
坂
の
豪
商
達
に
よ
っ
て
船
場
尼
崎
町
に
懐
徳
堂
が
創
設
さ
れ
た
。

富
永
仲
基
や
山
片
蟠
桃
ら
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
町
人
学
者
を
輩
出
し
た
事
で
知
ら
れ
る
漢

学
塾
で
あ
り
、
そ
の
学
問
的
系
譜
は
後
世
の
大
阪
大
学
に
ま
で
連
な
る
。
こ
の
懐
徳
堂
の
創

設
に
先
立
つ
享
保
二
年
、
摂
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
（
現
大
阪
市
平
野
区
）
に
創
立
さ
れ
た
の
が
含が
ん

翠す
い

堂ど
う

で
あ
る
。
含
翠
堂
は
平
野
郷
の
有
力
者
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
郷ご
う

学が
く

で
あ
り
、
懐
徳
堂

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事
で
も
知
ら
れ
る
。

井
上
佐
兵
衛
正ま
さ

臣お
み

は
そ
の
創
立
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
っ
た
（1）
。
含
翠
堂
は
井
上
邸
の
一
部

を
間
借
り
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
正
臣
は
含
翠
堂
で
の
講
義
も
担
当
し
て
い
た
。
ま

た
、『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
に
、「
井
上
正
臣
、
称
佐
兵
衛
、
左
平
、
号
赤
水
、
浪
華
学
問

所
懐
徳
堂
開
講
及
含
翠
堂
興
立
に
関
係
す
」
と
あ
る
よ
う
に
（2）
、
正
臣
は
懐
徳
堂
の
創
設
に

も
関
わ
っ
て
い
る
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
懐
徳
堂
が
官
許
を
受
け
て
大
坂
学
問
所
と

し
て
の
活
動
を
始
め
る
と
、
正
臣
は
大
坂
に
移
住
し
て
並な
び
か河

誠せ
い

所し
ょ

や
五ご

井い

蘭ら
ん

洲し
ゅ
うと

と
も
に
初

期
懐
徳
堂
の
講
師
を
務
め
た
。

懐
徳
堂
や
そ
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
含
翠
堂
あ
る
い
は
平
野

郷
に
関
し
て
も
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
一
方
で
（3）
、
含
翠
堂
お
よ
び
懐
徳
堂
の
草
創
期
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
正
臣
に
関
し
て
は
、「
井
上
正
臣
の
功
勞
は
忘
れ
ら
れ
て
い

る
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
（4）
、
史
料
の
不
足
も
あ
り
全
く
と
言
っ
て
良
い
程
論
じ
ら
れ
る
事

が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
と
含
翠
堂
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
当
時
の
平
野
郷
の
有
力

者
の
立
場
を
考
察
す
る
上
で
無
視
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
本
稿
で
は
享
保
年
間
（
一
七
一
六

〜
三
六
）
を
中
心
と
す
る
平
野
郷
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諸
史
料
に
断
片
的
に
言
及
さ

れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
井
上
佐
兵
衛
正
臣
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
平
野
郷
、
含
翠
堂
、
そ
し

て
大
坂
の
懐
徳
堂
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
整
理
す
る
。

一
、
近
世
平
野
郷
に
お
け
る
含
翠
堂
創
立
の
土
壌

（
一
）
平
野
郷
と
七
名
家

平
野
郷
は
大
坂
の
二
里
南
東
、
堺
の
三
里
北
東
に
位
置
し
て
お
り
、
嘗
て
は
「
則
す
な
わ
ち

御
城

郭
ニ
而て

、
四
方
構
二
重
堀
二
重
土
手
を
築
廻
シ
、
惣
門
十
三
口 

有こ
れ
あ
り之

」
と
表
現
さ
れ
る
環
濠

都
市
で
あ
っ
た
（5）
。「
平
野
」
は
「
広
野
」
の
転
訛
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
こ
の
「
広

野
」
と
は
坂
上
広
野
麿
に
依
る
。
後
漢
霊
帝
の
曾
孫
、
阿あ
ち
の
お
み

智
使
主
の
末
裔
を
称
し
た
渡
来
系

氏
族
坂
上
氏
か
ら
は
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
に
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た
坂
上
田
村
麿
が
出
た

が
、
そ
の
次
子
が
広
野
麿
で
あ
る
。
伏
見
宮
邦
永
親
王
ら
の
筆
に
成
る
「
平
野
郷
社
縁
起
（
近

衛
家いえ
熈ひろ
外
題
）」
に
よ
る
と
、
広
野
麿
は
嵯
峨
天
皇
よ
り
杭
全
庄
を
賜
っ
た
。
広
野
麿
の
子
孫

で
あ
る
坂
上
家
は
、
京
都
の
公
家
と
血
縁
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
代
々
「
民み
ん

部ぶ

」
を
称
し
て
こ

の
地
に
定
住
す
る
事
に
な
る
（6）
。「
平
野
殿
」
と
も
呼
ば
れ
た
坂
上
家
は
平
野
郷
の
象
徴
的
存

在
で
あ
り
、
広
野
麿
の
子
当ま
さ

道み
ち

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
郷
の
中
心
と
な
っ
た
平
野
郷
社
（
現
杭
全

神
社
）
の
神
事
も
司
っ
た
（7）
。

そ
の
後
、
藤
原
氏
の
手
に
渡
っ
た
同
郷
は
、
藤
原
頼
通
に
よ
っ
て
永
承
年
間
（
一
〇
四
六
〜

五
三
）
に
宇
治
平
等
院
に
寄
進
さ
れ
て
か
ら
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
三
）
ま
で
そ
の
荘
園
で
あ

っ
た
が
、「
坂
上
之
筋
目
有
之
候
者
共
」
が
治
め
る
「
守
護
不
入
之
地
ニ
而
御
座
候
」
と
あ
る

よ
う
に
、
一
定
の
独
立
を
保
っ
て
い
た
（8）
。
戦
国
期
に
は
三
好
長
慶
や
松
永
久
秀
、
織
田
信

長
の
支
配
を
受
け
た
が
、
こ
の
乱
世
に
お
い
て
も
久
秀
や
信
長
に
代
官
の
罷
免
を
要
求
す
る

連
判
状
を
出
す
な
ど
強
固
な
自
治
意
識
は
存
続
し
て
い
た
（9）
。

秀
吉
の
時
代
に
な
る
と
そ
の
正
室
高
台
院
領
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
も
「
ひ
ら
野
の
事
、
と

し
よ
り
と
も
に
ま
か
せ
、
た
い
く
ハ
ん
入
す
に
申
付
ら
れ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
（10）
、
代
官
を
介

さ
ず
に
在
地
の
「
年
寄
」
が
行
政
を
担
っ
た
。
高
台
院
の
没
後
は
、
幕
領
、
川
越
藩
領
、
高

崎
藩
領
を
経
て
、
含
翠
堂
創
立
時
に
は
下
総
古こ

が河
藩
領
と
な
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
政
治
変
動
の
中
、
平
野
郷
で
は
一
貫
し
て
経
済
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
天

正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
イ
エ
ズ
ス
会
『
日
本
年
報
』
は
、「
堺
の
向
ふ
一
レ
グ
ワ
半
の
所
に

甚
だ
よ
い
町
が
あ
る
。
悉
こ
と
ご
とく

竹
を
も
っ
て
囲
ま
れ
、
城
の
如
く
な
っ
て
ゐ
て
、
平
野Firano

と
称
す
る
。
…
…
甚
だ
富
ん
だ
人
達
の
村
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
（11）
。
こ
の
頃
の
平
野

郷
で
活
躍
し
た
の
が
末す
え

吉よ
し

家
で
あ
っ
た
。、
天
正
十
一
年
に
末
吉
藤
右
衛
門
行
増
が
死
去
し

た
後
、
長
男
藤
左
衛
門
増
久
の
東
末
吉
家
お
よ
び
次
男
勘
兵
衛
利
方
の
西
末
吉
家
は
、
秀
吉
、

あ
る
い
は
大
和
の
筒
井
順
慶
、
越
後
の
上
杉
景
勝
、
出
羽
の
最
上
義
光
等
か
ら
領
内
往
還
の

保
障
や
商
業
特
権
を
得
る
と
と
も
に
、
伏
見
や
京
都
、
江
戸
銀
座
の
頭
役
座
人
に
名
を
連
ね
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さ
れ
た
が
（19）
、
こ
の
頃
に
同
寺
の
娘
（
定
子
）
が
梅
小
路
定
矩
の
養
女
と
な
っ
た
後
に
後ご

西さ
い

天

皇
に
嫁
ぎ
、
八
条
宮
尚
仁
親
王
、
公
弁
法
親
王
（
一
九
〇
世
天
台
座
主
）、
良
応
法
親
王
（
一
九
二
世

天
台
座
主
）
を
生
ん
で
い
る
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は
大
坂
町
奉
行
所
の
通
達
に
よ
っ

て
、
本
郷
七
町
（
野
堂
町
、
泥
堂
町
、
市
町
、
流
町
、
西
脇
町
、
馬
場
町
、
背
戸
口
町
）
と
散
郷
四
村
（
今
在

家
村
、
新
在
家
村
、
今
林
村
、
中
野
村
）
を
合
わ
せ
て
「
平
野
郷
町
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
延
宝

七
年
（
一
六
七
九
）
の
検
地
で
は
、
本
郷
散
郷
を
合
わ
せ
て
約
五
六
一
九
石
の
石
高
で
あ
っ
た
。

平
野
郷
の
町
政
記
録
で
あ
る
『
覚
書
』
等
か
ら
人
口
を
調
査
し
た
津
田
秀
夫
に
よ
る
と
、
平

野
郷
の
人
口
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
十
八
世
紀
前
半
で
あ
り
、
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）か
ら
享
保

十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
一
万
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
後
は
逓
減
し
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

に
は
七
三
七
三
人
と
な
る
。
従
っ
て
、
含
翠
堂
が
創
立
さ
れ
た
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
は
平

野
郷
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
後
の
人
口
減
少
は
当
時
既
に
衰
退
の
兆
候

が
見
え
つ
つ
あ
っ
た
事
も
意
味
し
て
い
る
。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
記
さ
れ
た
「
口
上

書
」
で
は
、
平
野
郷
衰
退
の
要
因
と
し
て
、
大
和
川
の
付
け
替
え
と
綿
産
業
の
低
迷
を
挙
げ

て
い
る
（20）
。

江
戸
時
代
前
期
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
天
井
川
と
な
り
度
々
水
害
を
も
た
ら
し
て
い
た

大
和
川
の
付
け
替
え
は
不
可
避
と
な
っ
て
い
た
。
幕
府
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
工
事

を
決
定
し
、
翌
宝
永
元
年
に
は
付
け
替
え
が
完
了
し
た
。
平
野
郷
の
東
方
を
北
上
し
大
坂
城

東
で
淀
川
に
合
流
し
て
い
た
旧
大
和
川
（
久
宝
寺
川
、
玉
櫛
川
）
は
、
平
野
郷
の
南
方
を
ほ
ぼ
真

西
に
流
れ
て
堺
の
北
で
大
阪
湾
に
注
ぐ
川
筋
と
な
っ
た
。
こ
の
付
け
替
え
に
よ
っ
て
平
野
川

へ
流
れ
る
水
量
が
減
少
し
、
郷
内
の
水
源
確
保
や
柏
原
船
の
航
行
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

平
野
郷
の
産
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
平
野
郷
町
地
図
」
に

は
、
同
郷
の
特
産
品
と
し
て
「
醍
醐
の
花
見
」
で
も
用
い
ら
れ
た
平
野
酒
、
あ
る
い
は
平
野

薬
、
平
野
飴
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
よ
り
、
現
在
で
も
平
野
区
の
「
区
の
花
」

が
ワ
タ
で
あ
る
よ
う
に
、
近
世
平
野
郷
に
お
け
る
代
表
的
産
業
は
綿
業
で
あ
っ
た
。
宝
永
三

年
（
一
七
〇
六
）
に
は
郷
内
の
田
地
の
五
一
％
、
畑
地
の
八
一
％
が
綿
作
に
充
て
ら
れ
て
い
た
（21）
。

ま
た
郷
内
で
の
栽
培
だ
け
で
な
く
、
綿
産
地
で
あ
る
河
内
や
大
和
の
村
々
で
収
穫
さ
れ
た
綿

を
買
い
集
め
、
繊
維
と
な
る
「
繰
綿
」
と
油
を
搾
る
「
綿
実
」（
種
）
に
分
け
る
「
綿
繰
り
」

も
盛
ん
で
あ
り
、
宝
永
二
年
に
は
一
六
六
軒
の
繰
屋
が
存
在
し
た
。
保
温
に
優
れ
た
木
綿
は

室
町
時
代
後
期
か
ら
一
般
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
需
要
の
多
い
東
北
地
方
で

は
寒
冷
な
気
候
か
ら
栽
培
が
困
難
で
あ
っ
た
。
井
筒
屋
清
右
衛
門
、
車
屋
九
右
衛
門
、
竹
屋

次
郎
兵
衛
ら
平
野
郷
商
人
の
繰
綿
は
江
戸
に
出
荷
さ
れ
た
後
、
川
舟
や
陸
路
で
奥
州
各
地

た
（12）
。
さ
ら
に
利
方
を
継
い
だ
孫
左
衛
門
吉
安
（
吉
康
）
は
呂ル
ソ
ン宋

や
暹シ
ャ
ム羅

方
面
に
朱
印
船
交
易

を
展
開
し
莫
大
な
富
を
築
い
た
。
後
に
西
末
吉
の
孫
左
衛
門
家
は
代
官
を
四
代
務
め
た
後
に

旗
本
と
な
り
江
戸
に
出
た
が
、
そ
の
分
家
で
あ
る
五
郎
兵
衛
家
、
お
よ
び
末
吉
本
家
の
東
末

吉
家
は
平
野
郷
に
残
る
事
に
な
る
。

前
述
の
通
り
平
野
郷
は
古
く
か
ら
自
治
意
識
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
自
治
の
象

徴
で
あ
っ
た
の
が
同
地
に
定
住
し
た
広
野
麿
の
直
系
で
あ
る
坂
上
民
部
家
（
平
野
殿
）
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
実
際
の
行
政
と
祭
祀
を
担
っ
た
の
は
、
そ
の
坂
上
家
の
傍
系
で
あ
る
七し
ち

名み
ょ
う

家け

（
平
野
七
家
）
と
呼
ば
れ
る
一
族
で
あ
っ
た
。
末
吉
家
は
そ
の
筆
頭
格
で
あ
り
、
道
頓
堀
採
掘
に

尽
力
し
大
坂
の
陣
で
戦
死
し
た
成
安
道
頓
が
出
た
成
安
家
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
近
世
の
平

野
郷
は
、
こ
の
七
名
家
か
ら
出
る
「
惣
年
寄
」
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
（13）
。『
平
野
郷
町
誌
』

に
よ
る
と
、「
七
名
家
は
野
堂
・
則
光
・
成
安
・
利
則
・
利
國
・
安
國
・
安
宗
で
、
改
姓
し
て

野
堂
は
末
吉
、
則
光
は
井
上
、
利
則
は
三
上
、
利
國
は
土
橋
、
安
國
は
辻
葩
、
安
宗
は
西
村

と
改
め
た
」
と
さ
れ
る
（
成
安
は
改
姓
せ
ず
）
（14）
。

含
翠
堂
に
話
を
戻
す
と
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、
土
橋
宗
信
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
含

翠
堂
記
」
の
末
尾
に
「
含
翠
堂
興
立
生
員
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
土
橋
七
郎

兵
衛
友
直
、
土
橋
九
郎
右
衛
門
宗
信
、
成
安
源
右
衛
門
栄
信
、
徳
田
四
郎
左
衛
門
宗
雪
、
井

上
佐
兵
衛
正
臣
、
間
元
之
進
宗
好
」
の
六
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
名
が
含
翠
堂
の

創
立
者
で
あ
る
。「
土
橋
・
成
安
・
井
上
は
七
名
家
出
身
で
あ
り
、
徳
田
は
土
橋
の
親
族
、
間

は
末
吉
の
親
族
」
で
あ
る
の
で
（15）
、
含
翠
堂
は
七
名
家
と
そ
の
親
族
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た

事
に
な
る
（16）
。

（
二
）
享
保
期
の
平
野
郷

近
世
前
期
に
お
け
る
平
野
郷
の
社
会
経
済
状
況
を
見
る
と
、
ま
ず
秀
吉
に
よ
る
大
坂
へ
の

移
住
命
令
（
大
坂
平
野
町
の
形
成
）、
さ
ら
に
は
大
坂
の
陣
に
お
け
る
戦
火
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
（17）
。
そ
の
後
再
び
繁
栄
を
始
め
る
が
、
近
世
前
期
の
平
野
郷
の
経
済
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
の
が
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
開
通
し
た
柏か
し

原は
ら

船ぶ
ね

で
あ
る
。
こ
れ
は
元
和
六
年

（
一
六
二
〇
）
と
寛
永
十
年
の
二
度
に
わ
た
る
大
和
川
の
氾
濫
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
河
内

国
柏
原
村
の
復
興
資
金
調
達
の
為
に
代
官
末
吉
孫
左
衛
門
長
方
が
計
画
し
た
、
柏
原
か
ら
平

野
郷
を
経
て
大
坂
天
満
（
京
橋
）
に
至
る
平
野
川
を
航
行
す
る
荷
船
で
あ
る
。
当
初
の
船
数
は

四
〇
艘
、
寛
永
十
七
年
に
は
七
〇
艘
で
の
運
用
と
な
り
、
平
野
郷
に
も
大
き
な
収
益
を
も
た

ら
し
た
（18）
。
ま
た
平
野
郷
の
復
興
で
は
末
吉
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
光
源
寺
の
再
興
も
課
題
と
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仁
斎
に
学
ん
で
い
る
。

友
直
は
平
野
郷
へ
帰
郷
後
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
五
月
五
日
に
含
翠
堂
を
創
立
す
る
。
含

翠
堂
の
講
舎
が
定
ま
る
経
緯
に
関
し
て
は
、
前
述
の
土
橋
宗
信
「
含
翠
堂
記
」
に
詳
し
い
。
即

ち
同
志
が
相
談
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
か
中
に
井
上
佐
兵
衛
正
臣
す
ゝ
み
出
て
い
へ
ら
く
、

予
か
家
む
な
し
く
広
し
。
い
さ
此
こ
の
な
か
ば

半
を
さ
き
て
今
よ
り
講
舎
と
せ
む
。
幸
に
わ
れ
い
と
ま
の

身
と
な
れ
り
。
舎
を
守
り
て
朝
夕
の
清
め
を
も
し
て
ん
。
会
集
の
日
の
茶
爐
燈
火
の
そ
な
へ

も
諸
友
の
手
を 

煩わ
ず
らハ

さ
し
、
と
。
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
諸
友
よ
ろ
こ
ひ
い
さ
ミ
、
享
保
第
二
丁
酉

の
と
し
五
月
五
日
、
は
し
め
て
こ
の
家
に
会
し
て
友
直
、
正
臣
な
と
講
習
を
な
せ
り
」
と
あ

る
よ
う
に
（26）
、
正
臣
が
自
身
の
邸
宅
の
一
部
を
含
翠
堂
に
提
供
し
た
。
後
述
の
よ
う
に
当
時

の
井
上
邸
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
部
屋
の
余
裕
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

井
上
正
臣
と
土
橋
友
直
の
関
係
に
関
し
て
は
、『
含
翠
堂
考
』
に
「
親
戚
関
係
に
あ
り
」
と

記
さ
れ
て
い
る
（27）
。「
土
橋
氏
家
譜
並
系
図
」
に
よ
る
と
、
十
七
世
紀
中
頃
に
惣
年
寄
を
務
め

た
土
橋
五
郎
左
衛
門
一
友
（
正
雲
）
が
井
上
佐
兵
衛
了
祐
の
娘
を
娶
り
一
女
を
産
ん
だ
と
あ
る
（28）
。

了
祐
と
正
臣
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
同
じ
井
上
（
佐
兵
衛
）
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
含
翠

堂
考
』
に
言
う
「
親
戚
関
係
」
が
こ
の
「
土
橋
一
友
―
井
上
了
祐
女
」
の
事
を
言
っ
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
よ
り
近
い
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
一
方
、
正
臣
は
そ

の
著
書
の
中
で
自
身
の
出
身
を
「
大
和
河
陽
沙
界
」、
即
ち
大
和
川
南
の
堺
で
あ
る
と
記
し
て

い
る
（29）
。
平
野
郷
と
堺
の
交
流
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
織
田
信
長
の
畿
内
進
出
に
際

し
て
堺
か
ら
共
同
防
衛
の
申
し
入
れ
が
あ
り
翌
年
に
は
堺
の
女
性
と
子
供
が
平
野
郷
に
避
難

し
た
事
、
あ
る
い
は
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
末
吉
家
が
堺
の
馬
座
の
権
利
〔
陸
運
権
益
〕

を
得
て
い
る
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
政
治
経
済
文
化
活
動
を
通
じ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
為
、

彼
が
堺
か
ら
出
て
平
野
郷
に
在
住
し
て
い
る
事
は
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
既
に
土
橋
家

と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
井
上
（
佐
兵
衛
）
家
が
存
在
し
、
さ
ら
に
「
末
吉
家
系
図
」
に
拠

る
と
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
か
ら
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
惣
年
寄
を
務
め
た
東
末
吉
家
の

治
兵
衛
宗
勝
の
妻
は
「
井
上
佐
兵
衛
女
（
妙
吟
）」
で
あ
る
（30）
。
世
代
的
に
は
こ
の
「
井
上
佐
兵

衛
」
は
了
祐
の
次
代
、
正
臣
の
先
代
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
よ
う

な
事
か
ら
正
臣
以
前
に
平
野
郷
の
有
力
な
家
と
し
て
井
上
（
佐
兵
衛
）
家
が
あ
っ
た
事
が
分
か

る
（31）
。
従
っ
て
、
あ
る
い
は
貝
塚
出
身
の
友
直
と
同
じ
く
、
正
臣
も
ま
た
堺
か
ら
平
野
郷
の

旧
家
に
養
子
に
入
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

含
翠
堂
に
は
前
述
の
よ
う
に
創
立
者
グ
ル
ー
プ
と
も
言
え
る
「
興
立
生
員
」
が
あ
る
が
、
別

に
「
助
力
生
員
」
と
い
う
支
援
者
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
末
吉
平
次
郎
増
篤
や

に
ま
で
行
き
渡
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
か
ら
享
保
に
至
る
時
期
に
「
湿
り
綿
」
等
の
品
質
低

下
問
題
が
出
来
し
、
取
引
に
支
障
を
き
た
す
事
に
な
る
。
品
質
維
持
を
図
る
為
、
元
禄
十
二

年
（
一
六
九
九
）
に
「
見
分
会
所
」
を
設
立
し
た
も
の
の
、
旧
大
和
川
河
床
を
利
用
し
た
綿
作

地
の
増
加
や
大
坂
の
綿
産
業
の
発
展
に
よ
る
平
野
郷
の
優
位
性
の
低
下
も
あ
り
、
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
に
平
野
郷
町
惣
年
寄
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
さ
れ
た
連
署
状
に
は
、「
近
年
ニ

至
り
綿
売
買
、
以も
っ
て
の
ほ
か

之
外
、
衰
微
仕
」
と
あ
る
（22）
。

こ
の
よ
う
に
含
翠
堂
が
設
立
さ
れ
た
享
保
期
は
、
大
和
川
の
付
け
替
え
や
綿
産
業
で
の
問

題
表
出
と
い
う
不
安
要
素
が
既
に
見
え
始
め
て
い
た
。
さ
ら
に
七
名
家
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

十
七
世
紀
前
半
以
降
の
綿
産
業
の
発
展
自
体
が
（23）
、
新
興
商
人
の
出
現
に
よ
る
新
た
な
秩
序

の
形
成
と
階
層
分
化
、
換
言
す
る
と
七
名
家
の
伝
統
的
権
威
の
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
以
降
、
七
名
家
は
相
互
扶
助

お
よ
び
七
名
家
以
外
と
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
を
制
限
す
る
事
等
を
定
め
た
「
長
寳
寺
観
音
講

（
二
十
三
日
講
）」
を
結
ぶ
（24）
。
ま
た
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
以
降
は
平
野
郷
社
に
お
け
る
神
事
に

関
連
し
て
洛
東
吉
田
神
社
か
ら
許
状
を
受
け
て
い
る
が
（25）
、
こ
れ
も
七
名
家
の
権
威
を
再
確

認
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
含
翠
堂
は
、
こ
の
よ
う
な
平
野
郷
、
特
に
七
名
家
層
の
危
機
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
創
立
さ
れ
た
。

二
、
含
翠
堂
の
井
上
佐
兵
衛
正
臣

（
一
）
含
翠
堂
の
創
立
と
運
営

含
翠
堂
の
前
提
と
し
て
、
前
章
で
見
た
社
会
状
況
の
変
化
と
並
ん
で
も
う
一
つ
挙
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
元
禄
か
ら
享
保
に
お
け
る
学
問
（
儒
学
）
の
隆
盛
で
あ
る
。
こ
の
頃
の

儒
学
は
反
商
業
的
性
格
も
薄
ら
ぐ
傾
向
に
あ
り
、
武
家
を
越
え
て
町
人
層
に
も
普
及
す
る
よ

う
に
な
る
。
大
坂
で
も
、
専
ら
四
書
（『
論
語
』『
孟
子
』『
大
学
』『
中
庸
』）
を
講
じ
て
「
四
書
屋
加

助
」
と
呼
ば
れ
た
五
井
持
軒
（
加
助
）
に
よ
っ
て
十
七
世
紀
後
半
か
ら
儒
学
が
広
ま
っ
た
。

平
野
郷
で
は
、
元
禄
末
年
頃
か
ら
三
上
如
幽
ら
に
よ
っ
て
儒
学
の
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
し

か
し
郷
内
で
は
儒
学
に
批
判
的
な
一
向
宗
が
多
か
っ
た
事
も
あ
り
、
こ
の
試
み
は
中
断
す
る
。

こ
の
三
上
如
幽
の
娘
婿
が
、
含
翠
堂
の
発
起
人
で
あ
る 

土つ
ち

橋は
し

友
直
で
あ
っ
た
。
友
直
は
和
泉

国
貝
塚
の
三
宅
孫
左
衛
門
友
政
を
父
と
し
て
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
生
ま
れ
、
七
名
家
の

三
上
如
幽
の
娘
豊と
よ

と
結
婚
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
夫
婦
養
子
と
し
て
同
じ
く
七
名
家
で
合
薬
を

家
業
と
し
て
い
た
土
橋
家
に
入
っ
て
そ
の
当
主
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
年
ほ
ど
京
都
に
遊

学
し
、
医
学
を
後
藤
艮こ
ん

山ざ
ん

に
、
和
歌
を
河
瀬
菅
雄
に
、
そ
し
て
儒
学
を
堀
川
古
義
堂
の
伊
藤
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（
一
七
六
七
）
以
降
は
井
筒
屋
太
右
衛
門
宛
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

井
上
邸
（
含
翠
堂
）
は
平
野
郷
の
市
町
（
河
骨
池
筋
西
、
猿
屋
小
路
南
、
市
門
筋
北
）
に
あ
っ
た
。
末
吉

一
族
あ
る
い
は
全
国
規
模
で
活
動
す
る
豪
商
が
居
並
ぶ
平
野
郷
に
お
い
て
「
郷
中
に
て
二
三
番

の
住
居
」
と
評
さ
れ
る
以
上
、
か
つ
て
は
相
当
の
財
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
正
臣
の
家

業
、
そ
し
て
「
逼
塞
」
に
至
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

九
月
、
天
王
寺
屋
五
兵
衛
（
天
五
）
と
並
ん
で
当
時
の
大
坂
を
代
表
す
る
両
替
商
で
あ
っ
た
平

野
屋
五
兵
衛
（
平
五
）
が
正
臣
の
斡
旋
で
含
翠
堂
に
寄
付
を
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
取
引

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（36）
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
以
降
、
平
野
郷
出
身
の
連
歌
師
等と
う

怡い

の
忌
日
で
あ
る
六
月
十
八
日
に
毎
年
巻
か
れ
た
連
歌
会
の
記
録
『
等
怡
懐
旧
連
歌
三
物
写
』

の
「
連
中
具
名
」
に
拠
る
と
、「
正
臣
」
の
箇
所
に
「
井
上
氏
、
井
筒
屋
佐
兵
衛
」
と
あ
り
（37）
、

彼
が
「
井
筒
屋
」
と
い
う
屋
号
を
持
っ
て
い
た
事
が
分
か
る
。「
井
筒
屋
」
は
、
含
翠
堂
の

「
助
力
生
員
」
で
も
あ
っ
た
綿
買
問
屋
の
井
筒
屋
清
右
衛
門
を
は
じ
め
郷
内
に
も
複
数
あ
っ
た

が
、
何
れ
も
関
係
性
は
分
か
ら
な
い
（38）
。
享
保
期
の
平
野
郷
で
は
、
綿
業
に
お
い
て
繰
屋
（
綿

繰
り
）
と
買
問
屋
（
繰
綿
を
諸
国
に
販
売
）
を
仲
介
し
て
い
た
売
問
屋
が
そ
の
機
能
を
失
っ
て
没
落

す
る
が
（39）
、
井
筒
屋
佐
兵
衛
が
売
問
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
既
述
の
よ
う

に
含
翠
堂
の
地
代
の
支
払
先
が
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
以
降
井
上
家
か
ら
井
筒
屋
太
右
衛
門
に

移
っ
て
い
る
事
、
あ
る
い
は
正
臣
の
没
後
そ
の
七
回
忌
に
際
し
て
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
末
吉

家
と
と
も
に
井
筒
屋
太
右
衛
門
が
寄
付
を
行
っ
て
い
る
事
等
か
ら
、
こ
の
井
筒
屋
太
右
衛
門

と
同
族
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（40）
。
ま
た
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
大
坂
で
大
火
（
妙
知
焼
）

が
起
き
た
際
、
五
井
持
軒
の
子
で
あ
る
五
井
蘭
洲
が
病
身
の
母
と
と
も
に
平
野
郷
に
避
難
し

た
が
、
こ
の
母
は
「
井
筒
屋
佐
平
と
い
へ
る
旅
宿
」
で
亡
く
な
っ
て
い
る
（41）
。
こ
の
「
井
筒
屋

佐
平
」
が
井
筒
屋
佐
兵
衛
正
臣
の
事
で
あ
れ
ば
旅
籠
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
が
（42）
、「
井
筒

屋
佐
平
」
邸
に
止
宿
し
た
だ
け
と
も
考
え
ら
れ
る
（43）
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
二
年
後
、
正

臣
と
蘭
洲
は
懐
徳
堂
で
講
師
と
し
て
同
僚
と
な
る
。

（
二
）
含
翠
堂
の
活
動
と
正
臣

含
翠
堂
で
は
、
年
少
者
へ
の
授
業
と
成
人
へ
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
。
前
者
に
関
し
て

は
、
含
翠
堂
の
「
壁
書
」
に
「
童
子
の
位
次
、
入
学
の
先
後
に
従
ふ
べ
し
」「
童
子
稽
古
場
の

席
、
毎
朝
着
到
の
遅
速
に
従
ふ
べ
し
」
等
と
あ
る
が
、「
童
子
挨
拶
處
々
同
輩
な
る
べ
し
」
の

箇
所
に
「
但
七
名
家
の
子
供
は
格
別
の
こ
と
」
と
付
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
七
名
家
の
権
威
維

持
と
い
う
含
翠
堂
の
性
格
と
同
時
に
、
七
名
家
以
外
の
子
供
を
受
け
入
れ
て
い
た
事
も
示
し

辻
葩
新
五
兵
衛
宗
孝
ら
七
名
家
筋
、
井
筒
屋
清
右
衛
門
、
あ
る
い
は
富
永
仲
基
の
父
で
あ
る

大
坂
の
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
（
富
永
芳
春
）
ら
豪
商
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
江
戸
の
陽
明
学
者

で
あ
る
三
輪
執
斎
（
希まれ
賢かた）
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。「
執
斎
三
輪
氏
は
、
和
歌
の
同
門
に
し
て

よ
し
み
も
深
か
り
け
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
相
親
し
み
て
其
堤て
い

撕せ
い

〔
指
導
〕
を
う
け
ゝ
る
よ
り
、

わ
き
て
陽
明
王
子
〔
王
陽
明
〕
の
教
を
ぞ
尊
信
し
け
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
友
直
は
と
も
に

河
瀬
菅
雄
に
和
歌
を
学
ん
で
い
た
執
斎
の
陽
明
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
（32）
。
正
臣
も

友
直
を
通
じ
て
執
斎
と
知
り
合
っ
た
よ
う
で
、
含
翠
堂
創
立
前
年
の
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

七
月
の
執
斎
の
江
戸
下
向
に
際
し
て
は
、
正
臣
、
友
直
お
よ
び
成
安
休
弘
の
三
名
が
京
都
ま

で
同
道
し
た
上
で
漢
詩
や
和
歌
を
送
っ
て
お
り
、「
送
別
の
辞
」
を
正
臣
が
記
し
て
い
る
（33）
。

先
述
の
よ
う
に
含
翠
堂
の
講
舎
は
正
臣
の
屋
敷
の
一
部
を
用
い
て
い
た
が
、
三
輪
執
斎
が
記

し
た
「
原
野
〔
平
野
〕
学
問
所
之
事
」
は
、
こ
の
提
供
に
関
し
て
経
済
的
な
事
情
が
あ
っ
た

事
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
享
保
二
酉
年
、
同
志
井
上
佐
兵
衛
不
勝
手
に
罷
ま
か
り

成な
り

、
身

躰
〔
身
代
〕
を
仕
舞
申
候
」
と
あ
り
、
正
臣
の
家
業
が
上
手
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
が
分

か
る
。
さ
ら
に
、「
家
居
は
郷
中
に
て
二
三
番
の
住
居
に
て
候
を
、
其
身
ひ
つ
そ
く
〔
逼
塞
〕

仕
候
へ
ば
、
大
家
は
入
用
も
無こ
れ
な
く之

候
。
幸
講
習
の
寄
合
所
に
差
出
し
可
申
候
と
て
、
朋
友
の

中
へ
か
し
申
候
」
と
あ
る
。
正
臣
が
述
べ
て
い
た
「
予
か
家
む
な
し
く
広
し
」
と
い
う
の
は
、

必
ず
し
も
謙
遜
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
い
と
ま
の
身
」
と
な
っ
て
い
た
正
臣
に
と
っ

て
、
含
翠
堂
へ
の
貸
与
は
屋
敷
の
有
効
利
用
、
即
ち
家
賃
収
入
を
得
る
と
い
う
目
論
み
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
含
翠
堂
創
立
当
年
の
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
収
支
を
「
含
翠
堂

手
簿
」
に
見
る
と
、
正
臣
を
含
む
「
興
立
生
員
」
の
六
名
が
運
用
の
為
の
掛
銀
五
〇
目
（
匁
）

を
出
し
て
お
り
、
そ
の
合
銀
三
〇
〇
目
か
ら
一
二
〇
目
を
「
講
舎
屋
賃
」
と
し
て
正
臣
に
払

っ
て
い
る
（34）
。
そ
の
後
も
毎
年
「
講
舎
屋
賃
」
の
支
払
い
が
続
い
た
後
、
享
保
十
一
年
に
は

「
弐
貫
三
百
匁
、
井
上
左
平
へ
渡
、
右
ハ
含
翠
堂
座
敷
並
借
家
一
軒
供
部
屋
共
畳
戸
立
具
飛
石

庭
揃
共
買
取
候
代
銀
拂
」、
即
ち
二
貫
三
〇
〇
匁
で
講
舎
部
分
を
買
い
取
っ
た
と
あ
る
（
土
地

は
そ
の
ま
ま
借
用
）。
そ
の
後
の
「
年
貢
」（
地
代
）
は
、
享
保
十
三
年
か
ら
井
上
助
太
郎
宛
と
な
っ

て
い
る
。
河
内
国
高
安
の
神
光
寺
に
は
土
橋
友
直
ほ
か
含
翠
堂
お
よ
び
懐
徳
堂
関
係
者
の
墓

が
多
く
あ
り
、
井
上
正
臣
夫
妻
の
墓
も
あ
る
。
妻
は
伊
予
松
山
出
身
の
順
静
と
い
う
女
性
で
、

そ
の
墓
石
に
は
「
井
上
左
平
妻
助
太
郎
母
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
助
太
郎
は

正
臣
の
息
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（35）
。
そ
の
後
も
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
か
ら
は
井
上
佐

一
郎
、
同
三
年
か
ら
は
井
上
伊
八
郎
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
は
井
上
東
蔵
、
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
か
ら
は
井
上
三
五
郎
へ
と
、
代
々
井
上
家
に
地
代
が
支
払
わ
れ
、
明
和
四
年
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ケ
ラ
レ
タ
ル
程
ニ
シ
テ
、
阪
上
・
末
吉
・
土
橋
・
三
上
・
成
安
・
西
村
・
井
上
・
奥
野
・
諸

氏
等
当
時
ノ
同
志
ナ
リ
キ
」「
其
最
モ
盛
ナ
リ
シ
ハ
、
元
禄
年
間
ヲ
中
心
ト
ナ
ス
」
と
あ
る
（51）
。

正
臣
も
連
歌
を
よ
く
し
た
よ
う
で
、
西
山
宗
因
・
宗
春
・
昌
察
三
代
の
発
句
集
『
西
山
三
籟

集
』
に
は
、「
文
台
開
、
井
上
正
臣
興
行
」
と
し
て
宗
春
の
発
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（52）
。
ま

た
既
述
の
『
等
怡
懐
旧
連
歌
三
物
写
』
か
ら
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）、
四
年
、
五
年
の
連

歌
会
に
正
臣
の
出
席
が
確
認
で
き
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
は
河
瀬
管
雄
を
宗
匠
と
す

る
二
百
歌
会
、
同
九
年
に
は
西
山
昌
察
を
宗
匠
と
す
る
連
歌
会
が
催
さ
れ
て
お
り
、
正
臣
は

い
ず
れ
に
も
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
西
山
宗
春
筆
「
八
吟
百
韻
連
歌
」
に
も
、
末
吉
宗
律
、

末
吉
宗
伴
、
土
橋
友
直
、
土
橋
宗
信
、
奥
野
良
弘
、
中
瀬
常
興
と
と
も
に
八
吟
の
連
衆
に
名

を
連
ね
て
い
る
（53）
。
末
吉
宗
律
は
「
井
上
佐
兵
衛
女
（
妙
吟
）」
が
嫁
い
だ
治
兵
衛
宗
勝
の
兄

で
、
大
蔵
卿
少
納
言
伏
原
宣
幸
の
娘
を
娶
っ
て
い
る
。
末
吉
宗
伴
は
宗
勝
の
弟
、
土
橋
友
直

（
土
橋
本
家
）
と
宗
信
（
土
橋
別
家
）
は
含
翠
堂
の
「
興
立
生
員
」、
奥
野
良
弘
（
清
順
）
は
平
野
薬
で

有
名
な
産
科
医
で
「
古
今
伝
授
」
を
受
け
た
歌
人
で
も
あ
り
、
享
保
十
六
年
の
「
奥
野
良
弘

発
願
長
柄
橋
柱
文
台
佳
儀
和
歌
三
十
一
首
」
に
は
六
角
堂
池
坊
専
純
ら
が
歌
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
た
中
瀬
氏
（
銭
屋
）
は
七
名
家
外
な
が
ら
江
戸
後
期
に
は
惣
年
寄
を
出
す
よ
う
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
七
名
家
を
中
心
と
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の
文
化
サ
ー
ク
ル
の
発
展
に
つ
い
て
、
土
橋

知
之
進
は
連
歌
所
を
中
心
に
行
わ
れ
た
「
斯か
か

ル
風
流
韻
事
ハ
、
ヤ
ガ
テ
平
野
含
翠
堂
ヲ
産
ム

ノ
遠
因
ト
ナ
リ
シ
モ
計
ラ
レ
ズ
、
含
翠
堂
ニ
テ
屡る

じ次
〔
た
び
た
び
〕
歌
会
和
歌
・
連
歌
・
発

句
・
狂
歌
ノ
催
ア
リ
キ
」
と
指
摘
し
て
い
る
（54）
。

教
育
の
場
、
交
流
の
場
、
文
芸
の
場
と
並
ぶ
含
翠
堂
の
活
動
と
し
て
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
救
き
ゅ
う

恤じ
ゅ
つ

活
動
で
あ
る
。
三
輪
執
斎
「
原
野
〔
平
野
〕
学
問
所
之
事
」
に
は
、「
七

郎
兵
衛
〔
友
直
〕
並
井
上
作
兵
衛
〔
正
臣
〕
と
申
者
両
人
申
合
せ
、
一
郷
の
餓
を
救
可
申
旨

相
談
を
定
め
施
申
候
」
と
あ
る
（55）
。
前
述
の
よ
う
に
平
野
郷
は
多
く
の
田
畑
を
綿
花
栽
培
に

割
い
て
い
た
が
、
綿
作
は
稲
作
の
三
倍
余
の
収
益
が
期
待
で
き
た
一
方
で
、
肥
料
等
の
投
資

額
も
大
き
い
上
に
天
候
に
左
右
さ
れ
易
く
、
投
機
的
な
側
面
が
強
か
っ
た
。
ま
た
綿
を
売
っ

て
米
を
買
う
と
い
う
形
に
な
る
為
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
お
よ
び
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

に
起
き
た
米
価
高
騰
も
危
機
意
識
の
高
ま
り
を
招
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
か
ら
含
翠
堂

で
は
創
立
二
年
後
の
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
九
月
か
ら
「
施
工
料
集
帳
」
を
作
成
し
て
用
意

銀
を
準
備
し
て
お
り
、
正
臣
も
出
銀
し
て
い
る
。
実
際
に
享
保
十
七
年
に
西
日
本
を
襲
っ
た

飢
饉
で
は
、
郷
内
の
大
念
仏
寺
に
お
い
て
数
千
人
に
施
し
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
を
契
機
と

し
て
、
古
河
藩
か
ら
毎
年
米
一
石
分
の
代
銀
が
含
翠
堂
に
給
与
さ
れ
る
事
と
な
る
。

て
い
る
。
授
業
で
は
読
み
書
き
と
と
も
に
儒
学
教
育
も
行
っ
て
い
た
（44）
。
儒
学
教
育
の
目
的

と
し
て
は
一
面
で
は
七
名
家
を
敬
う
秩
序
の
維
持
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
友
直
が
子
供
へ

の
教
育
に
よ
っ
て
「
終
に
風
俗
を
う
つ
し
か
ふ
〔
移
し
変
う
〕
へ
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
（45）
、
合
理
的
な
儒
学
の
普
及
を
も
っ
て
社
会
改
良
に
繋
げ
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。

一
方
の
成
人
へ
の
講
義
で
は
、
参
加
者
は
七
名
家
を
中
心
と
す
る
有
力
者
に
限
ら
れ
て
い

た
。
従
っ
て
教
育
と
し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
知
識
人
の
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

お
り
、
含
翠
堂
に
は
著
名
な
学
者
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た
。
含
翠
堂
創
立
の
二
年
後
、
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）
六
月
に
は
後
に
懐
徳
堂
の
初
代
学
主
と
な
る
三
宅
石
庵
（
萬
年
）
が
含
翠
堂
で

講
義
し
て
い
る
。
石
庵
は
浅
見
絅け
い
さ
い斎

の
弟
子
で
あ
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
は
大
坂
で

私
塾
多
松
堂
を
開
い
て
い
た
。「
含
翠
堂
」
と
い
う
名
称
は
、
当
初
井
上
邸
に
あ
っ
た
老
松

か
ら
「
老
松
堂
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
の
を
、
石
庵
が
笵
質
の
詩
の
一
節
「
遅
々
澗
畔
松
、

鬱
々
含
晩
翠
」
か
ら
「
含
翠
堂
」
と
改
め
た
と
い
う
（46）
。
ま
た
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
刊
行

さ
れ
た
秋
里
籬
島
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
「
於
含
翠
堂
東
涯
先
生
闢こ
う
え
ん
を
ひ
ら
く

講
筵
」
の
図
が
あ

る
が
、
伊
藤
仁
斎
か
ら
堀
川
古
義
堂
を
受
け
継
い
だ
伊
藤
東
涯
も
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に

含
翠
堂
を
訪
れ
て
講
義
し
て
い
る
（47）
。
こ
の
他
に
、
三
輪
執
斎
（
助
力
生
員
）、
五
井
持
軒
（
四
書

屋
加
助
）、
伊
藤
東
所
（
東
涯
の
子
で
古
義
堂
を
継
ぐ
）、
三
宅
観
瀾
（
石
庵
の
弟
で
水
戸
彰
考
館
総
裁
）、
中

井
愁
庵
（
第
二
代
懐
徳
堂
学
主
）、
中
井
竹
山
（
第
四
代
懐
徳
堂
学
主
）、
中
井
履
軒
（
第
五
代
懐
徳
堂
学
主
）

ら
も
含
翠
堂
で
教
授
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
の
背
景
に
は
、
古
来
平
野
郷
が
学
問
の
み
な
ら
ず
文
化
芸
術
に
お
い
て

も
盛
ん
で
あ
っ
た
事
が
あ
る
。
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
五
）
に
は
花
人
西
坊
唯
心
軒
が
出
て

『
唯
心
軒
花
伝
書
』
を
残
し
て
お
り
（48）
、
茶
人
で
は
成
安
家
か
ら
平
野
道
桂
が
出
た
。
道
桂
は

千
利
休
の
猶
子
で
あ
り
、
利
休
の
後
妻
で
あ
る
宗
恩
は
道
桂
の
姉
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
利
休

や
織
田
有
楽
斎
と
も
親
し
く
金
地
院
崇
伝
に
参
禅
し
た
東
末
吉
家
の
太
郎
兵
衛
増
重
の
母
は

堺
の
津
田
宗
及
の
娘
（
あ
る
い
は
姪
）
で
あ
り
（49）
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
も
末
吉
一
族
が
し
ば
し

ば
同
席
し
て
い
る
。
し
か
し
平
野
郷
の
文
化
活
動
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
連
歌
・
俳
諧

等
の
文
芸
で
あ
っ
た
。
七
名
家
を
中
心
と
す
る
平
野
郷
の
文
化
人
は
、
牡
丹
花
肖
伯
、
烏
丸

光
広
、
松
永
貞
徳
、
西
山
宗
因
、
井
原
西
鶴
ら
と
親
し
く
交
流
し
た
。
末
吉
道
節
や
土
橋
宗

静
、
あ
る
い
は
堺
に
移
り
住
み
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
俳
諧
集
『
埋
う
ず
み

草
』
を
撰
し
た
成
じ
ょ
う

安あ
ん

法
師
ら
は
特
に
有
名
で
あ
る
（50）
。
こ
の
よ
う
な
文
芸
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
平
野
郷

社
の
連
歌
所
で
あ
っ
た
。
土
橋
友
直
の
子
孫
に
あ
た
る
土
橋
知
之
進
に
よ
る
『
平
野
含
翠
堂

概
要
』
に
は
、「
平
野
庄
連
歌
所
ハ
文
禄
年
間
の
草
創
ニ
シ
テ
、
特
ニ
連
歌
田
ナ
ド
迄
モ
設
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し
を
も
て
隔
日
の
講
と
為
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
臣
が
懐
徳
堂
の
講
義
を
一
人
で
背
負
う

状
況
に
陥
り
、
日
講
も
隔
日
と
な
っ
た
。

懐
徳
堂
に
関
し
て
は
多
数
の
研
究
が
あ
る
の
で
割
愛
す
る
が
、
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
『
懐

徳
堂
内
事
記
』
に
「
日
講
の
書
は
、
四
書
・
書
経
・
詩
経
・
春
秋
胡
伝
・
小
学
・
近
思
録
等

也
」「
毎
月
望
〔
十
五
日
〕、
同
志
会
合
、
老
先
生
〔
石
庵
〕
象
山
集
要
の
講
有
之
」
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
庵
時
代
の
懐
徳
堂
の
学
問
は
所
謂
「
外
朱
内
王
（
表
向
き
は
朱
子
学
、
内

向
き
に
は
陽
明
学
）」
で
あ
っ
た
。
正
臣
の
学
問
的
背
景
に
関
し
て
は
、「
井
上
赤
水
は
伊
藤
仁
斎

の
門
弟
で
あ
り
、
主
任
的
な
講
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
な
さ
れ
る
」、
あ
る
い
は

「
井
上
赤
水
と
並
河
誠
所
は
伊
藤
仁
斎
の
歴
史
主
義
に
傾
倒
し
て
お
り
」
と
さ
れ
る
が
（59）
、
こ

の
点
で
は
、
仁
斎
に
学
ん
だ
も
の
の
「
そ
の
旨
予
が
心
に
か
な
は
ざ
る
に
よ
つ
て
其
学
を
信

ぜ
ず
」
と
述
べ
て
い
た
含
翠
堂
の
同
志
土
橋
友
直
（60）
、
ま
た
仁
斎
の
古
義
学
に
批
判
的
で
あ
っ

た
懐
徳
堂
の
同
僚
五
井
蘭
洲
と
対
照
的
で
あ
る
。
正
臣
に
は
『
文
䜟
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。

伊
予
の
士
篤
庵
の
た
め
に
「
論
字
」「
論
句
」「
論
意
」
を
書
き
与
え
、
こ
れ
を
纏
め
て
「
文

䜟
」
と
名
付
け
た
。
後
に
「
附
録
」
を
追
記
し
た
も
の
に
門
弟
の
寺
田
毅
斎
が
「
諺
解
」
を

追
加
し
、『
文
䜟
附
録
諺
解
』
と
し
て
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
の
「
書
生
読
書
急
務
当
務
」
に
お
い
て
正
臣
は
、
仁
斎
と
並
ん
で
陽
明
学
者
の
中
江
藤

樹
や
熊
沢
蕃
山
、
あ
る
い
は
山
崎
闇
斎
門
下
の
朱
子
学
者
藤
井
懶ら
ん

斎
の
書
物
も
勧
め
て
お
り
、

必
ず
し
も
古
義
学
に
固
執
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
（61）
。

ま
た
懐
徳
堂
時
代
の
正
臣
に
関
し
て
、
東
海
散
人
の
『
俯
仰
審
問
』
と
い
う
天
文
書
に
「
嘗

テ
並
河
市
五
郎
ナ
ル
モ
ノ
浪
花
尼
崎
町
臨
徳
堂
ニ
テ
天
文
ノ
講
釈
ヲ
ナ
セ
シ
時
ノ
事
」
と
し

て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。「
譬た
と

ヘ
バ
天
井
ウ
ラ
ニ
蠅
ノ
ト
マ
リ
テ
人
ハ
之
ヲ
倒
ト
見
レ
ト
モ

蠅
ハ
ソ
レ
ヲ
正
ト
信
ズ
ル
ニ
同
ジ
ト
言
ヘ
〔
バ
〕、
一
度
〔
一
同
〕
其
言
ヲ
歎
美
セ
シ
時
、
井

上
左
平
ナ
ル
者
現
レ
テ
、
先
生
天
上
〔
天
井
〕
ヘ
猫
ヲ
ハ
ワ
セ
テ
見
給
ヘ
ト
云
ヘ
シ
ニ
ヨ
リ
、

並
河
氏
大
ニ
赤
面
セ
リ
」（62）
。「
臨
徳
堂
」
は
懐
徳
堂
、「
並
河
市
五
郎
」
は
正
臣
と
と
も
に
懐

徳
堂
講
師
を
務
め
た
並
河
誠
所
（
五
一
郎
）
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
そ
の
後
の
正
臣

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、
懐
徳
堂
学
主
三
宅
石
庵
が
死
去
し
、
預
人
で
あ
っ
た
中
井
甃
庵

が
第
二
代
学
主
を
兼
ね
た
。
正
臣
は
し
ば
ら
く
の
間
は
甃
庵
を
支
え
て
い
た
が
、
程
な
く
京

都
に
去
っ
て
い
る
（63）
。『
懐
徳
堂
内
事
記
』
に
は
、「
左
平
殿
京
都
宦
遊
に
付
」
と
だ
け
あ
る
。

「
宦
〔
官
〕
遊
」
と
は
、「
官
命
で
」
あ
る
い
は
「
官
吏
と
な
っ
て
」
赴
く
事
を
指
す
よ
う
だ

既
述
の
よ
う
に
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
五
月
に
含
翠
堂
を
訪
れ
た
伊
藤
東
涯
は
、「
井
上

氏
を
院
長
に
さ
し
お
か
る
に
、
大
坂
に
移
住
ゆ
へ
、
こ
の
館
主
に
頼
お
か
る
」
と
記
し
て
い

る
。
正
臣
は
既
に
こ
の
頃
に
は
大
坂
に
移
っ
て
お
り
、
含
翠
堂
に
は
後
継
の
館
主
（
沢
田
元
立
）

が
置
か
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
正
臣
が
大
坂
へ
移
っ
た
の
は
、
同
地
に
開
校
し
た
懐
徳
堂

で
の
教
授
の
為
で
あ
っ
た
。

三
、
大
坂
・
京
都
の
井
上
佐
兵
衛
正
臣

（
一
）
懐
徳
堂
の
創
設
と
正
臣

懐
徳
堂
は
三
宅
石
庵
を
初
代
学
主
と
し
て
、
三
星
屋
武
右
衛
門
、
舟
橋
屋
四
郎
右
衛
門
、
備

前
屋
吉
兵
衛
、
鴻
池
又
四
郎
、
道
明
寺
屋
吉
左
衞
門
の
「
五
同
志
」
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
道
明
寺
屋
（
富
永
芳
春
）
が
含
翠
堂
の
「
助
力
生
員
」
に
名
を
連
ね
、
あ
る
い

は
三
宅
石
庵
が
含
翠
堂
で
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
相
互
に
寄
付
金
の
や
り
取
り
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
懐
徳
堂
と
含
翠
堂
は
深
い
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

三
月
の
大
坂
大
火
で
は
、
高
麗
橋
に
移
転
し
て
い
た
三
宅
石
庵
の
多
松
堂
も
焼
失
し
て
し
ま

い
、
石
庵
は
既
述
の
五
井
蘭
洲
と
と
も
に
平
野
郷
に
避
難
し
て
い
る
。
こ
の
避
難
中
の
八
月

に
懐
徳
堂
が
落
成
し
、
石
庵
は
大
坂
に
戻
っ
た
。

そ
の
二
年
後
の
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、
上
方
に
学
問
所
を
設
け
た
い
と
い
う
将
軍
徳
川

吉
宗
の
意
向
を
受
け
た
三
輪
執
斎
の
周
旋
や
石
庵
の
弟
子
で
あ
る
中
井
甃し
ゅ
う

庵あ
ん

の
奔
走
の
結
果
、

懐
徳
堂
に
官
許
が
下
り
、
三
宅
石
庵
を
学
主
、
中
井
甃
庵
を
預
人
と
し
て
大
坂
学
問
所
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
同
年
十
月
五
日
に
は
石
庵
に
よ
っ
て
『
論
語
』
と

『
孟
子
』
の
冒
頭
を
解
説
す
る
「
論
孟
首
章
講
義
」
が
開
講
さ
れ
た
。
正
臣
は
含
翠
堂
「
興
立

生
員
」
で
あ
る
成
安
栄
信
、
徳
田
宗
雪
ら
と
と
も
に
こ
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
が
（56）
、
既

に
こ
の
時
に
は
正
臣
が
懐
徳
堂
の
講
師
に
な
る
事
が
決
ま
っ
て
い
た
。
甃
庵
の
子
で
第
四
代

学
主
と
な
る
中
井
竹
山
が
記
し
た
『
懐
徳
堂
内
事
記
』
に
は
、「
十
月
五
日
、
老
先
生
〔
三
宅

石
庵
〕
論
語
開
講
。
是
よ
り
日
講
相
始
ま
り
、
講
師
は
並
河
五
一
郎
殿
、
井
上
左
平
殿
、
蘭

洲
五
井
先
生
三
人
に
て
…
…
」、
ま
た
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
年
譜
に
は
、「
十
月
五
日
学

主
石
庵
始
め
て
経
を
講
ず
。
以
後
並
河
誠
所
井
上
赤
水
五
井
蘭
洲
教
授
し
、
三
輪
執
斎
伊
藤

東
涯
も
亦
来
講
せ
り
」
と
あ
る
（
赤
水
は
正
臣
の
号
）
（57）
。
し
か
し
早
く
も
享
保
十
二
年
四
月
に
は

並
河
誠
所
が
去
り
、
ま
た
石
庵
と
確
執
の
あ
っ
た
五
井
蘭
洲
も
同
じ
頃
に
三
輪
執
斎
を
頼
っ

て
江
戸
に
下
っ
た
（58）
。
同
年
の
夏
か
ら
は
講
義
が
得
意
で
な
か
っ
た
石
庵
も
日
講
に
出
た
が

翌
春
に
は
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
後
は
『
懐
徳
堂
考
』
に
「
井
上
左
平
一
人
と
な
り
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血
縁
関
係
だ
け
で
正
臣
が
高
橋
佐
助
の
墓
碑
銘
を
記
し
た
と
は
考
え
難
い
。
墓
碑
銘
に
「
客

居
于
京
師
遊
歴
于
浪
華
宿
儒
先
生
群
賢
諸
老
無
聞
名
不
見
之
無
見
而
不
容
焉
」
と
あ
る
よ
う

に
佐
助
は
学
問
を
好
み
京
都
や
大
坂
で
も
学
ん
だ
よ
う
な
の
で
、
懐
徳
堂
や
含
翠
堂
で
正
臣

と
知
り
合
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
綿
産
地
で
あ
る
葛
城
上
郡
と
平
野
郷
の
関
係
は
密

接
で
、
含
翠
堂
「
興
立
生
員
」
の
成
安
栄
信
も
名
柄
村
に
隣
接
す
る
増ま
し

村
に
お
い
て
領
主
で

あ
る
旗
本
小
堀
家
の
代
官
を
代
々
務
め
た
中
村
家
か
ら
平
野
郷
の
成
安
家
に
入
っ
た
養
子
で

あ
っ
た
（72）
。
そ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
葛
城
上
郡
の
有
力
者
が
平
野
郷
を
訪
れ
る
事
も
度
々

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

正
臣
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
死
去
し
た
。
翌
年
四
月
に
は
土
橋
宗
信
に
よ
っ
て
平
野

郷
社
の
神
宮
寺
十
二
坊
の
一
つ
宝
寿
坊
に
お
い
て
正
臣
を
追
悼
す
る
連
歌
会
が
興
行
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
「
井
上
赤
水
七
回
忌
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
末
吉

内
と
井
筒
屋
太
右
衛
門
か
ら
寄
付
が
為
さ
れ
て
い
る
（73）
。

お
わ
り
に

今
回
の
「
研
究
ノ
ー
ト
」
で
は
、
断
片
的
に
残
さ
れ
た
井
上
佐
兵
衛
正
臣
の
行
跡
を
総
合

す
る
事
を
試
み
た
。
正
臣
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
身
は
堺
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
野

郷
惣
年
寄
を
務
め
た
土
橋
一
友
や
末
吉
宗
勝
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
七
名
家
に
も
数
え
ら
れ
る

井
上
（
佐
兵
衛
）
家
を
継
い
だ
。
井
筒
屋
の
屋
号
を
持
ち
相
当
な
財
力
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
何

ら
か
の
事
情
で
正
臣
の
代
に
逼
塞
す
る
事
に
な
る
。
そ
の
故
も
あ
っ
て
含
翠
堂
創
立
に
際
し

て
は
屋
敷
を
提
供
し
、
自
身
も
「
院
長
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
講
師
と
し
て

も
活
躍
し
た
。
含
翠
堂
創
立
か
ら
九
年
後
、
大
坂
の
懐
徳
堂
が
官
許
を
受
け
て
か
ら
は
懐
徳

堂
に
移
り
、
講
師
と
し
て
日
講
を
担
当
し
た
。
懐
徳
堂
で
の
活
動
は
四
年
程
で
、
そ
の
後
京

都
へ
「
宦
遊
」
し
た
。
京
都
で
は
五
年
程
滞
在
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
間
の
活
動
は
詳
ら
か

で
な
い
。
そ
の
後
、
故
郷
の
堺
あ
る
い
は
娘
婿
が
惣
年
寄
を
務
め
る
平
野
郷
に
戻
っ
て
学
問

や
連
歌
を
楽
し
ん
だ
末
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
没
し
た
。
弟
子
に
は
寺
田
毅
斎
あ
る
い
は

和
辰
斎
と
い
っ
た
人
物
が
い
た
よ
う
で
あ
り
、
名
柄
村
の
高
橋
佐
助
も
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

著
書
に
は
『
文
䜟
』
の
他
に
『
貽
お
く
る

含
翠
社
友
書
』
な
ど
幾
つ
か
遺
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
（74）
。
正
臣
の
家
業
や
そ
の
学
問
の
位
置
付
け
、
あ
る
い

は
京
都
で
の
活
動
等
に
関
し
て
は
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。

が
、
こ
の
時
期
の
正
臣
の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。『
文
䜟
』
に
よ
る
と
京
都
で
は

「
援え
ん

卿け
い

散さ
ん

人じ
ん

」
と
称
し
た
と
い
う
。
伊
藤
東
涯
『
初
見
帳
』
に
は
、
享
保
十
六
年
九
月
八
日

「
高た
か
さ
ぶ三

弥
介
、
堺
之
人
」
の
箇
所
に
「
井
上
左
兵
衛
氏
同
道
」
と
あ
る
。
当
時
京
都
に
居
た
正

臣
が
、
上
洛
し
た
同
郷
の
知
人
を
古
義
堂
の
東
涯
に
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
（64）
。
高
三
弥
介

に
つ
い
て
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
が
、
堺
に
は
小
歌
「
隆
達
節
」
の
創
始
者
で
秀
吉
に
召
さ

れ
た
と
い
う
高
三
隆
達
が
出
た
薬
種
商
の
高
三
家
が
あ
る
の
で
、
そ
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。

正
臣
は
五
年
程
京
都
で
活
動
し
た
後
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
は
故
郷
の
堺
に
戻
っ

て
い
る
（65）
。
こ
の
頃
の
平
野
郷
で
は
、
同
族
と
思
わ
れ
る
井
上
次
郎
右
衛
門
政
親
が
含
翠
堂

「
肝
煎
」
と
し
て
毎
年
の
寄
付
を
継
続
し
て
お
り
（66）
、
そ
の
後
も
井
上
佐
兵
衛
正
常
、
井
上
佐

兵
衛
正
幸
と
い
っ
た
正
臣
の
後
継
者
の
活
動
が
見
ら
れ
る
（67）
。
神
光
寺
墓
地
に
は
、「
摂
泉
之

界
府
井
上
正
臣
之
三
男
」
と
い
う
秋
月
芝
紅
（
井
上
佳
臣
）
の
墓
が
あ
り
、
彼
は
親
族
で
あ
る
大

坂
の
早
川
佳
重
の
養
子
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
佳
臣
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の

生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
堺
に
戻
っ
て
か
ら
の
子
で
あ
る
。
ま
た
「
末
吉
家
系
図
」
に

拠
る
と
、
正
臣
の
娘
（
長
佐
）
は
、「
井
上
佐
兵
衛
女
（
妙
吟
）」
が
嫁
い
だ
末
吉
治
兵
衛
宗
勝
の

息
子
で
あ
る
治
兵
衛
宗
政
に
嫁
い
で
い
る
。
二
代
に
渡
っ
て
東
末
吉
の
治
兵
衛
家
と
姻
戚
関

係
を
結
ん
だ
事
に
な
る
が
、
宗
勝
と
同
じ
く
こ
の
末
吉
宗
政
も
ま
た
元
文
元
年
か
ら
平
野
郷

町
惣
年
寄
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
縁
も
あ
っ
て
正
臣
は
し
ば
し
ば
平
野
郷
に
も
戻
っ

た
よ
う
で
、「
含
翠
堂
什
器
目
録
」（
元
文
三
年
）
に
「
四
書
大
全
、
廿
二
冊
」
を
「
井
上
左
平
氏

へ
か
し
、
未
五
月
十
五
日
迄
」
と
あ
る
よ
う
に
（68）
、
含
翠
堂
か
ら
書
物
を
借
り
て
い
る
。
学

問
と
と
も
に
連
歌
も
以
前
同
様
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
元
文
二
年
の
「
平
野
庄
権
現
宮
連
歌

千
句
」、
同
四
年
お
よ
び
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
「
奉
納
千
句
」
連
歌
会
等
に
参
加
し
、
元

文
五
年
（
一
七
四
〇
）
十
月
に
は
、
親
族
で
あ
る
末
吉
宗
伴
の
「
奉
納
独
吟
千
句
連
歌
」
の
跋

文
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
七
月
に
建
て
ら
れ
た
大
和
国
葛
城
上
郡
名
柄
村
（
現
奈
良
県

御
所
市
）
の
郷
士
高
橋
佐
助
宗
倫
の
墓
誌
「
慶
軒
翁
墓
誌
銘
」
の
末
尾
に
、「
前
浪
華
府
学
講

師
井
赤
水
退
蔵
正
臣
拝
述
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
（69）
。「
浪
華
府
学
」
は
懐
徳
堂
の
別
名
で
あ
る
。

高
橋
佐
助
は
吉
野
川
分
水
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
が
、「
末
吉
家
系
図
」
に
末
吉
五
郎
兵
衛

綱
利
の
妻
が
「
大
和
名
柄
村
郷
侍
高
橋
佐
助
女
（
由
壽
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
末
吉

家
の
親
族
で
あ
っ
た
（70）
。
佐
助
の
孫
に
当
た
る
綱
利
の
子
善
左
衛
門
は
旗
本
で
あ
っ
た
末
吉

孫
左
衛
門
嘉よ
し

于ゆ
き

家
の
養
子
に
入
っ
た
後
、
末
吉
摂
津
守
利
隆
と
し
て
長
崎
奉
行
に
ま
で
昇
進

し
て
お
り
、
ま
た
彼
は
含
翠
堂
に
書
籍
を
寄
付
し
て
い
る
（71）
。
尤
も
、
末
吉
家
を
介
し
て
の
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（11）
　「
一
五
八
四
年
の
日
本
年
報
」『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
（
上
）』（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
）、

三
二
四
頁
。

（12）
　
平
野
区
誌
編
集
委
員
会
（
編
）『
平
野
区
誌
』（
創
元
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
二
〇
〜
一
二
五
頁
。

（13）
　
近
世
平
野
郷
の
政
治
体
制
と
し
て
は
、
坂
上
氏
を
象
徴
的
支
配
者
と
し
、
そ
の
下
に
平

野
郷
町
七
町
四
村
を
治
め
平
野
郷
社
の
神
事
も
担
当
す
る
「
惣
年
寄
」
が
い
た
（「
惣
年

寄
」
が
公
式
に
置
か
れ
た
の
は
宝
永
五
年
）。
こ
れ
は
七
名
家
か
ら
出
る
の
が
通
例
で
、「
坂
上
七

番
頭
末
裔
惣
年
寄
」
を
自
認
し
た
。
定
員
は
五
名
と
さ
れ
る
が
二
〜
八
名
の
例
も
あ
る
。

ま
た
、
七
町
に
「
町
年
寄
」、
四
村
に
「
村
年
寄
」
が
一
区
域
に
つ
き
一
〜
六
名
、「
惣

年
寄
」
の
任
免
で
置
か
れ
た
（
町
・
村
年
寄
に
は
七
名
家
以
外
の
者
も
い
た
）。
尤
も
年
寄
と
庄
屋

（
久
左
衛
門
家
、
伊
右
衛
門
家
）
の
抗
争
等
も
あ
り
、
近
世
前
期
の
統
治
形
態
は
流
動
的
で
あ
っ

た
。
出
原
真
哉
「
平
野
郷
惣
年
寄
と
坂
上
七
名
家
」『
歴
史
研
究
』
第
四
三
号
（
二
〇
〇
五

年
）、
佐
藤
孝
之
「
摂
津
国
平
野
郷
に
お
け
る
惣
年
寄
制
へ
の
移
行
を
め
ぐ
っ
て
」『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）。

（14）
　
し
か
し
な
が
ら
七
名
家
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
平
野
郷
の
支
配
層

と
し
て
存
続
し
た
末
吉
、
土
橋
、
辻
葩
、
三
上
家
の
他
は
不
定
で
あ
り
、
徳
成
、
黒
瀬
、

西
脇
家
等
が
数
え
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
。
む
し
ろ
江
戸
期
に
お
い
て
明
確
に
七
家
が
挙

げ
ら
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
七し
ち
み
ょ
う名の

家
筋
」
の
中
で
有
力
な
家
が
数
え
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
正
臣
の
井
上
家
に
関
し
て
見
る
と
、『
平
野
郷
町
誌
』
や
『
含
翠
堂
考
』、

平
野
戸
主
会
『
含
翠
堂
』
等
で
は
七
名
家
の
一
と
明
記
さ
れ
る
も
の
の
、
代
わ
り
に
黒

瀬
家
が
入
る
文
献
も
あ
る
。
井
上
家
が
七
名
家
に
数
え
ら
れ
る
場
合
は
、
必
ず
則
光
氏

の
系
統
で
あ
る
。
坂
上
本
家
か
ら
最
も
早
く
に
別
れ
た
系
統
で
泥で
い

堂ど
う

氏
と
も
称
し
た
が
、

本
家
は
永
享
年
中
に
絶
家
し
た
。

（15）
　
竹
下
喜
久
男
『
近
世
の
学
び
と
遊
び
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
六
三
頁
。

（16）
　
伊
藤
東
涯
『
初
見
帳
』
に
は
、
七
名
家
の
辻
葩
に
「
ツ
ヂ
ガ
ハ
ナ
」、
興
立
生
員
の
間

に
「
ヒ
マ
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
山
根
陸
宏
・
岸
本
真
実
「
古
義
堂
文
庫
蔵
伊
藤
東

涯
『
初
見
帳
』（
四
）」『
ビ
ブ
リ
ア
・
天
理
図
書
館
報
』
第
九
四
号
（
一
九
九
〇
年
）、
八
三

頁
。

（17）
　
大
坂
の
陣
に
際
し
て
は
、
慶
長
十
九
年
冬
お
よ
び
二
十
年
夏
と
も
に
徳
川
秀
忠
の
本
陣

が
置
か
れ
た
。
東
末
吉
家
が
豊
臣
方
、
西
末
吉
家
が
徳
川
方
を
支
持
す
る
と
い
う
各
地

で
見
ら
れ
た
策
を
取
っ
た
と
さ
れ
る
が
結
果
と
し
て
双
方
と
も
に
存
続
す
る
事
が
で
き

た
。
尤
も
実
際
に
は
東
末
吉
家
は
徳
川
方
と
も
親
し
く
し
て
お
り
、
単
純
に
東
西
に
分

註（1）
　「
正
臣
」
の
読
み
に
関
し
て
、
寛
政
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
秋
里
籬
島
『
摂
津
名
所
図
会
』

に
は
「
ま
さ
と
み
」
と
振
り
仮
名
が
あ
る
。

（2）
　
森
繁
夫
（
編
）『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
第
四
巻
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）、
七
九
一
頁
。

ま
た
、
鎖
平
、
退
蔵
、
投
轄
斎
、
翠
堂
主
人
、
懐
徳
舎
人
、
援
卿
散
人
と
も
称
し
た
。

（3）
　
長
南
倉
之
助
「
攝
州
平
野
の
含
翠
堂
」『
歴
史
地
理
』
第
二
六
巻
六
号
（
一
九
一
五
年
）、
竹

下
喜
久
男
「
含
翠
堂
設
立
の
前
提
」『
大
谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
二
号
（
一
九
六
八

年
）、
木
村
泉
「
含
翠
堂
に
つ
い
て
」『
日
本
史
研
究
』
第
一
一
二
号
（
一
九
七
〇
年
）、
梅
渓

昇
・
脇
田
修
（
編
）『
平
野
含
翠
堂
史
料
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）、
津
田
秀
夫
『
近
世

民
衆
教
育
運
動
の
展
開
―
含
翠
堂
に
み
る
郷
学
思
想
の
本
質
―
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八

年
）、
含
翠
堂
顕
彰
会
（
編
）『
含
翠
堂
』（
平
野
戸
主
会
、
一
九
八
五
年
）、
藤
本
篤
「
含
翠
堂
創

設
者
土
橋
友
直
の
生
没
年
等
に
つ
い
て
」『
大
阪
春
秋
』
第
四
四
号
（
一
九
八
五
年
）、
村
田

保
「
含
翠
堂
堂
主
土
橋
友
直
」『
大
阪
春
秋
』
第
七
〇
号
（
一
九
九
三
年
）
等
。

（4）
　
多
賀
博
「
懐
徳
堂
と
含
翠
堂
」『
日
本
美
術
工
藝
』
第
二
〇
一
号
（
一
九
五
五
年
）、
三
二
頁
。

（5）
　「
元
禄
七
年
平
野
郷
由
緒
書
」（「
末
吉
文
書
」
第
六
九
冊
九
五
頁
）。
杉
森
玲
子
「
近
世
初
期
の

平
野
庄
―
年
寄
・
庄
屋
の
動
向
を
中
心
に
」
佐
藤
孝
之
（
編
）『
末
吉
家
史
料
の
目
録
作

成
と
公
開
お
よ
び
同
家
史
料
の
総
合
的
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
）。

（6）
　「
平
野
郷
土
橋
家
記
録
」
内
の
坂
上
家
「
御
親
族
方
」
に
は
、「
冷
泉
家
、
西
三
条
家
、
藤

谷
家
、
倉
橋
家
…
…
」
と
あ
る
。『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
（
十
）
在
郷
町
篇
』（
学
習

研
究
社
、
一
九
七
六
年
）、
三
二
二
頁
。

（7）
　
も
と
は
牛
頭
天
王
を
祀
っ
て
い
た
が
、
十
四
世
紀
前
半
に
熊
野
三
所
権
現
を
勧
請
し
て

後
は
、
熊
野
権
現
社
と
も
呼
ば
れ
た
。

（8）
　「
宝
永
七
年
平
野
郷
由
緒
書
」（「
末
吉
文
書
」
第
二
〇
三
冊
六
四
頁
）。
佐
藤
孝
之
「「
平
野
郷
由

緒
書
」
の
構
造
と
性
格
」『
日
本
歴
史
』
第
六
七
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）。
平
野
郷
は
も
と

杭く
ま
た全

庄
と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
大
徳
寺
文
書
』
等
か
ら
は
、
十
四
世
紀
以
降
、
平
等
院
荘

園
内
に
大
徳
寺
の
塔
頭
如
意
庵
が
所
有
す
る
土
地
が
広
が
っ
て
い
た
事
、
ま
た
こ
の
頃

か
ら
平
野
庄
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。

（9）
　
こ
の
二
通
の
連
判
状
は
、
脇
田
修
「
戦
国
末
期
、
平
野
郷
郷
民
の
連
判
状
」『
日
本
史
研

究
』
第
一
二
七
号
（
一
九
七
二
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（10）
　「
高
台
院
御
黒
印
状
」（
慶
長
十
五
年
六
月
二
十
日
）。「
東
末
吉
文
書
一
」
杉
森
「
近
世
初
期
の

平
野
庄
」。
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（30）
　「
末
吉
家
系
図
」
は
、
出
原
真
哉
「
末
吉
文
書
の
研
究
―
家
系
図
の
検
討
と
末
吉
太
郎
兵

衛
増
重
」『
歴
史
研
究
』
第
三
三
号
（
一
九
九
五
年
）
に
拠
る
。

（31）
　
伊
藤
東
涯
「
含
翠
堂
記
」
に
は
、
井
上
・
土
橋
の
「
二
子
在
邑
為
著
姓
」
と
あ
る
。『
平

野
含
翠
堂
史
料
』、
三
一
一
頁
。

（32）
　
土
橋
宗
信
「
含
翠
堂
記
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
三
二
六
頁
。

（33）
　
執
斎
の
十
月
十
一
日
付
の
土
橋
友
直
、
井
上
正
臣
、
成
安
休
弘
宛
書
簡
に
は
「
先
以
京

師
發
足
之
節
者
遠
境
態
々
御
上
京
御
見
立
、
殊
ニ
御
銘
々
玉
章
且
御
贐
は
な
む
け

被
下
之
、
不

浅
過
分
之
至
、
不
識
所
謝
候
」
と
あ
る
。
ま
た
享
保
三
年
の
執
斎
五
十
歳
の
賀
に
お
い

て
も
、
執
斎
は
「
大
阪
平
野
の
学
友
も
亦
多
く
歌
有
け
り
」
と
記
し
て
い
る
。『
執
斎
和

歌
集
（
執
斎
全
書
第
十
二
編
）』（
点
林
堂
、
一
九
二
七
年
）、
六
二
一
、七
一
二
〜
七
一
七
頁
。

（34）
　「
含
翠
堂
手
簿
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
一
〜
一
六
二
頁
。
こ
の
よ
う
な
掛
銀
は
享
保

十
七
年
ま
で
続
き
、
そ
の
運
用
に
よ
っ
て
含
翠
堂
の
経
営
を
支
え
た
。

（35）
　
神
光
寺
の
山
門
脇
に
は
「
懐
徳
書
院
学
主
三
宅
万
年
、
同
春
楼
、
同
創
立
同
志
中
村
良

斉
、
長
崎
黙
渊
、
含
翠
堂
創
学
者
土
橋
誠
斎
、
井
上
赤
水
墓
所
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

あ
る
。
神
光
寺
墓
地
に
は
他
に
井
上
正
義
（
了
庵
）、
井
上
常
庵
、
井
上
鶴
野
ら
の
墓
も

あ
る
が
、
正
臣
と
の
関
係
は
不
明
。
秋
月
芝
紅
（
井
上
佳
臣
）
の
墓
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。

（36）
　
津
田
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』、
一
五
七
頁
。

（37）
　
櫻
井
武
次
郎
「
平
野
連
歌
作
者
名
列
―
『
等
怡
懐
旧
連
歌
三
物
写
』
か
ら
―
」『
大
阪
俳

文
学
研
究
会
会
報
』
第
二
六
号
（
一
九
九
二
年
）、
三
二
頁
。

（38）
　
明
和
二
年
の
質
屋
関
連
史
料
に
「
井
筒
屋
佐
兵
衛
」
の
名
が
あ
る
。「
大
阪
平
野
郷
質
屋

仲
間
記
録
３
・
平
野
郷
質
中
間
退
人
数
之
分
銀
子
配
分
請
取
証
文
帳
」（
日
本
経
済
史
資
料

画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

（39）
　
山
口
『
河
内
木
綿
と
大
和
川
』、
六
四
〜
八
二
頁
。
高
尾
一
彦
「
攝
津
平
野
郷
に
於
け
る

綿
作
の
發
展
」『
史
林
』
第
三
四
巻
一
・
二
合
併
号
（
一
九
五
一
年
）。

（40）
　
正
臣
没
年
の
延
享
二
年
、「
井
筒
屋
以
休
百
箇
日
」
と
し
て
含
翠
堂
か
ら
井
筒
屋
太
右
衛

門
に
香
典
が
渡
さ
れ
て
い
る
。

（41）
　
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
附
懐
徳
堂
年
譜
』（
懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
二
五
年
）、
一
五
頁
。

（42）
　
宝
永
二
年
の
段
階
で
平
野
郷
に
は
十
一
軒
の
旅
籠
屋
が
あ
っ
た
。
杉
森
「
平
野
の
町
割

と
元
禄
七
年
「
平
野
大
絵
図
」」。

（43）
　
三
輪
執
斎
「
原
野
学
問
所
之
事
」
に
、
含
翠
堂
（
井
上
邸
）
で
は
「
客
杯な
ど

に
は
臥が

具ぐ

〔
寝

か
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
中
田
易
直
「
末
吉
孫
左
衛
門
と
末
吉
平
野
一
統
」『
日
本
歴

史
』
第
五
〇
一
号
（
一
九
九
〇
年
）、
出
原
真
哉
「
末
吉
文
書
の
大
坂
の
陣
記
と
平
野
」『
日

本
歴
史
』
第
六
〇
二
号
（
一
九
九
八
年
）。

（18）
　
船
数
が
七
十
艘
に
な
っ
た
寛
永
十
七
年
当
時
の
船
持
は
三
十
七
名
で
、
柏
原
今
橋
、
平

野
郷
、
大
坂
天
満
に
船
会
所
が
設
け
ら
れ
た
。
岡
田
光
代
・
山
下
重
雄
「
近
世
柏
原
船

の
船
持
に
つ
い
て
」『
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
』
第
五
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）。

（19）
　
元
和
元
年
、
徳
川
家
康
は
平
野
郷
の
町
割
と
光
源
寺
の
復
興
を
末
吉
孫
左
衛
門
吉
安
に

命
じ
た
。
杉
森
玲
子
「
平
野
の
町
割
と
元
禄
七
年
「
平
野
大
絵
図
」」
佐
藤
孝
之
（
編
）

『
末
吉
家
史
料
の
目
録
作
成
と
公
開
お
よ
び
同
家
史
料
の
総
合
的
研
究
』。

（20）
　
津
田
秀
夫
「
後
期
封
建
社
会
に
於
け
る
平
野
郷
町
の
人
口
の
変
遷
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第

二
号
（
一
九
五
一
年
）、
一
二
二
〜
一
二
三
頁
。

（21）
　
山
口
之
夫
「
封
建
崩
壊
期
に
お
け
る
摂
津
平
野
郷
の
変
質
過
程
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第

二
〇
号
（
一
九
五
七
年
）。

（22）
　
山
口
之
夫
『
河
内
木
綿
と
大
和
川
』（
清
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）、
六
八
頁
。
十
八
世
紀
後
半

に
は
釡
屋
四
郎
兵
衛
、
大
黒
屋
八
兵
衛
、
淀
屋
三
郎
兵
衛
と
い
っ
た
郷
内
の
商
家
が
絶

え
て
い
る
。『
平
野
郷
町
誌
』、
三
〇
一
頁
。
尤
も
、
平
野
郷
の
綿
産
業
は
江
戸
時
代
後

期
に
再
び
隆
盛
す
る
。

（23）
　
山
口
之
夫
は
、
平
野
郷
周
辺
で
綿
作
が
発
展
し
た
の
は
慶
長
十
七
年
か
ら
承
応
二
年
に

か
け
て
と
推
測
し
て
い
る
。
山
口
『
河
内
木
綿
と
大
和
川
』、
八
頁
。

（24）
　
桓
武
天
皇
が
崩
御
し
た
後
、
そ
の
后
で
あ
っ
た
坂
上
春
子
が
兄
広
野
麿
を
頼
っ
て
平
野

郷
に
移
り
、
大
同
年
間
に
長
寳
寺
を
開
創
し
た
。
そ
の
後
、
同
寺
は
坂
上
家
の
女
子
が

代
々
受
け
継
ぐ
尼
寺
と
な
っ
た
。
南
北
朝
時
代
に
は
、
大
覚
寺
統
（
南
朝
）
の
後
醍
醐
天

皇
が
坂
上
民
部
邸
の
あ
っ
た
長
寳
寺
に
一
時
滞
在
し
た
。「
二
十
三
日
」
は
、
坂
上
田
村

麿
の
命
日
が
五
月
二
十
三
日
で
あ
る
事
に
因
む
。

（25）
　「
中
臣
祓
」「
三
種
之
大
祓
」
の
伝
授
、
お
よ
び
「
四
組
木
綿
手
繦
」
の
許
状
。

（26）
　
土
橋
宗
信
「
含
翠
堂
記
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
三
二
六
〜
三
二
七
頁
。

（27）
　
大
阪
青
年
塾
堂
（
編
）『
含
翠
堂
考
』（
一
九
四
二
年
）、
四
九
頁
。

（28）
　「
土
橋
氏
家
譜
並
系
図
」『
含
翠
堂
考
』、
六
八
頁
。「
宗
静
公
聞
書
之
内
ニ
」
飯
田
正
一

「
土
橋
宗
静
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
九
巻
三
号
（
一
九
四
一
年
）。

（29）
　『
文
䜟
附
録
諺
解
』。
中
野
三
敏
「
葭
の
根
屑
―
そ
の
二
」『
混
沌
』
第
四
号
（
一
九
七
七
年
）、

二
四
〜
二
七
頁
。
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（59）
　
テ
ツ
オ
・
ナ
ジ
タ
（
子
安
宣
邦
訳
）『
懐
徳
堂
―
十
八
世
紀
日
本
の
「
徳
」
の
諸
相
』（
岩
波

書
店
、
一
九
九
二
年
）、
一
三
六
、一
六
五
頁
。

（60）
　「
友
直
書
留
」『
平
野
区
誌
』、
一
八
四
頁
。

（61）
　
中
野
「
葭
の
根
屑
―
そ
の
二
」『
混
沌
』
第
四
号
、
二
四
〜
二
七
頁
。

（62）
　
佐
藤
政
次
『
暦
学
史
大
全
』（
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）、
八
〇
五
頁
。

（63）
　
享
保
十
五
年
一
月
に
「
井
筒
屋
佐
兵
衛
」
が
平
野
川
沿
い
の
居
宅
を
買
い
上
げ
た
と
い

う
史
料
が
あ
る
。『
大
阪
の
部
落
史
（
二
）
史
料
編
近
世
２
』（
二
〇
〇
六
年
）、
三
〇
三
頁
。

（64）
　
山
根
陸
宏
・
岸
本
真
実
「
古
義
堂
文
庫
蔵
伊
藤
東
涯
『
初
見
帳
』（
五
）」『
ビ
ブ
リ
ア
・

天
理
図
書
館
報
』
第
九
五
号
（
一
九
九
〇
年
）、
二
六
七
頁
。

（65）
　
中
野
「
葭
の
根
屑
―
そ
の
二
」『
混
沌
』
第
四
号
、
二
四
〜
二
七
頁
。

（66）
　
伊
藤
東
涯
が
享
保
十
二
年
に
含
翠
堂
を
訪
れ
た
際
に
井
上
次
郎
右
衛
門
と
会
っ
て
い
る

の
で
、
正
臣
が
大
坂
に
去
っ
た
頃
か
ら
含
翠
堂
と
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
村
幸

彦
「
伊
藤
東
涯
来
簡
集
抄
（
附
初
度
含
翠
堂
行
、
入
攝
志
）」『
ビ
ブ
リ
ア
・
天
理
図
書
館
報
』

第
二
号
（
一
九
四
九
年
）。
含
翠
堂
へ
の
寄
付
は
、
享
保
十
九
年
か
ら
延
享
三
年
ま
で
は
井

上
次
郎
右
衛
門
、
寛
延
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
は
井
上
兔
次
郎
、
明
和
三
年
か
ら
安
永

二
年
ま
で
は
井
上
佐
兵
衛
が
行
っ
て
い
る
。「
含
翠
堂
手
簿
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
一

〜
一
六
二
頁
。

（67）
　「
含
翠
堂
普
請
勘
定
目
録
」。
津
田
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』、
一
六
六
、二
四
〇

頁
。
井
上
（
佐
兵
衛
）
家
は
そ
の
後
も
平
野
郷
で
存
続
し
含
翠
堂
と
も
関
与
し
続
け
た
が
、

十
八
世
紀
後
半
あ
た
り
か
ら
含
翠
堂
と
の
関
わ
り
も
途
切
れ
た
よ
う
で
、
天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）
の
含
翠
堂
の
大
普
請
で
は
「
明
ら
か
に
井
上
家
の
居
住
部
分
と
思
わ
れ
る
部

分
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
」。
島
岡
成
治
「
近
世
教
育
施
設
の
場
所
論
的
研
究
―
含
翠
堂

と
懐
徳
堂
」『
日
本
建
築
学
会
九
州
支
部
研
究
報
告
』
第
三
七
号
（
一
九
九
八
年
）、
三
七
七

頁
。

（68）
　
埜
上
衞
「
江
戸
時
代
の
塾
な
ど
の
図
書
館
」『
日
本
文
化
史
論
叢
―
柴
田
實
先
生
古
稀
記

念
』（
一
九
七
六
年
）、
七
〇
一
頁
。

（69）
　
御
所
市
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
御
所
市
史
』（
一
九
六
五
年
）、
一
八
六
〜
一
八
八
頁
。

（70）
　「
末
吉
文
書
」
第
二
〇
六
〜
二
〇
九
冊
に
は
、
河
内
や
大
和
に
お
け
る
水
論
関
係
の
史
料

が
数
多
く
あ
る
。
末
吉
家
と
大
和
国
の
関
係
は
深
く
、
天
正
七
年
に
は
吉
野
山
に
一
万

本
の
桜
を
植
樹
し
て
い
る
。

（71）
　「
什
器
目
録
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
二
三
一
〜
二
三
六
頁
。

具
〕
等
も
皆
々
か
し
申
候
程
の
用
意
も
有
之
」
と
あ
る
。「
執
斎
雑
著
目
録
巻
之
一
」
井

上
哲
次
郎
他
（
編
）『
日
本
倫
理
彙
篇
』
第
二
巻
（
育
成
社
、
一
九
〇
一
年
）、
四
四
二
〜
四
四
五

頁
。

（44）
　
梅
渓
昇
『
大
坂
学
問
史
の
周
辺
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）、
四
三
〜
六
二
頁
。

（45）
　
土
橋
友
直
「
本
朝
学
校
記
」『
平
野
含
翠
堂
史
料
』、
三
二
一
〜
三
二
五
頁
。

（46）
　
こ
の
改
名
が
何
時
の
事
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
享
保
五
年
に

は
「
含
翠
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（47）
　
伊
藤
東
涯
は
享
保
十
八
年
五
月
に
も
含
翠
堂
を
訪
れ
て
い
る
。

（48）
　「
唯
心
軒
花
伝
書
」『
図
説
い
け
ば
な
体
系
』
第
六
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）、
七
九
頁
。

（49）
　
出
原
「
末
吉
文
書
の
研
究
」、
九
二
〜
九
三
頁
。

（50）
　
七
名
家
の
成
安
家
出
身
で
「
成
安
」
を
俳
号
と
し
た
。
叔
父
の
子
で
茶
人
で
あ
っ
た
成

安
慶
順
を
頼
っ
て
堺
の
正
法
寺
に
隠
居
し
た
（
革
屋
で
あ
っ
た
と
も
言
う
）。『
誹
家
大
系
図
』

で
は
「
泉
国
の
魁
首
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
田
中
義
真
「
西
鶴
と
堺
」『
堺
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
第
一
九
号
（
一
九
八
四
年
）。

（51）
　
元
禄
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
土
橋
宗
静
『
柴
屋
寺
奉
納
発
句
』
に
は
、
井
上
久
左
衛
門
（
有

紹
）
の
名
が
あ
る
。
正
臣
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
元
禄
七
年
に
市
町
の
町
年
寄
で
あ
っ

た
久
佐
衛
門
（
杉
森
「
平
野
の
町
割
と
元
禄
七
年
「
平
野
大
絵
図
」」）、
あ
る
い
は
同
じ
井
筒
屋
で

あ
れ
ば
元
禄
九
年
十
二
月
付
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
平
野
庄
に
て
新
銭
鋳
造
許
可
願
書
）」

（「
末
吉
文
書
」
第
三
〇
冊
三
八
頁
）
の
差
出
人
で
あ
る
井
筒
屋
久
左
衛
門
あ
た
り
と
同
一
人
物

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（52）
　『
西
山
宗
因
全
集
』
第
一
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
四
頁
。

（53）
　
時
期
は
不
明
だ
が
、
西
山
宗
春
が
享
保
八
年
に
没
し
て
い
る
の
で
そ
れ
以
前
で
あ
る
。

（54）
　
土
橋
知
之
進
『
平
野
含
翠
堂
概
要
』（
稿
本
）
津
田
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』、

一
一
七
頁
。

（55）
　『
土
橋
宗
静
日
記
』
に
よ
る
と
、
既
に
延
宝
二
年
に
救
恤
活
動
が
為
さ
れ
て
い
る
。
津
田

『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』、
八
九
頁
。

（56）
　「
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
」
末
尾
「
享
保
十
一
年
丙
午
冬
十
月
五
日
癸
亥
浪
華
学
問
所

懐
徳
堂
開
講
生
徒
」
西
村
時
彦
（
編
）『
懐
徳
堂
五
種
』（
松
村
文
海
堂
、
一
九
一
一
年
）。

（57）
　『
懐
徳
堂
内
事
記
』（W

eb

懐
徳
堂
・
学
校
記
録
類
運
営
関
係
資
料
）、
西
村
時
彦
『
懐
徳
堂
考
』（
懐

徳
堂
記
念
会
、
一
九
二
五
年
）。

（58）
　
蘭
洲
の
東
行
を
享
保
十
四
年
と
す
る
史
料
も
あ
る
。
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（72）
　
ま
た
名
柄
村
の
市
田
家
は
慶
長
年
間
に
平
野
郷
の
末
吉
家
か
ら
養
子
を
貰
っ
た
際
に
末

吉
と
改
姓
し
、
明
治
に
至
る
ま
で
代
々
同
村
の
庄
屋
を
務
め
た
。
上
田
秋
成
は
そ
の
親

族
で
あ
る
。
長
島
弘
明
『
秋
成
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（73）
　
津
田
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』、
一
五
七
頁
。

（74）
　
中
野
「
葭
の
根
屑
―
そ
の
二
」『
混
沌
』
第
四
号
、
二
四
〜
二
七
頁
。


